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の
視
野
を
全
国
に
広
げ
た
と
理
解
で
き
る
。

と
こ
ろ
が
、
一
九
三
七
年
六
月
『
民
間
伝
承
』
二

−

一
〇
で
の
太
田
「
農
業
関
係
俚
諺
の
地
域
性
」（『
近
畿
民
俗
』
二

−

二
）
の
紹

介
を
最
後
に
し
て
、
ほ
ぼ
一
年
間
、
論
文
紹
介
や
関
連
学
会
活
動
の
報
告
か
ら
、
太
田
の
名
前
が
見
え
な
く
な
っ
た
。
彼
が
編
集
の
任

に
あ
る
『
近
畿
民
俗
』
も
、
こ
れ
以
降
休
刊
と
な
っ
た
。
翌
年
一
月
に
な
っ
て
初
め
て
「
発
行
所
を
京
都
帝
国
大
学
国
史
研
究
室
内
、

近
畿
民
俗
学
会
に
移
し
、
年
四
回
の
刊
行
に
て
、
創
刊
号
を
本
年
四
月
に
出
す
こ
と
に
略
々
決
定
し
た
」（『
民
間
伝
承
』
三

−

五
）
と

そ
の
復
刊
が
報
告
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
実
際
の
復
刊
は
戦
後
の
一
九
四
九
年
二
月
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

今
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
戦
争
の
進
行
と
役
所
の
事
務
の
多
忙
さ
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

太
田
の
民
俗
学
に
対
す
る
情
熱
は
冷
め
る
こ
と
な
く
、
宮
本
常
一
は
中
国
の
太
田
か
ら
「
近
畿
民
俗
の
事
は
気
に
な
つ
て
居
ら
れ
た
様

で
、
何
と
か
し
て
続
刊
し
て
ほ
し
い
と
い
ふ
お
た
よ
り
も
あ
つ
た
」（

33
）と
回
想
し
て
い
る
。

２　
「
中
支
」
で
の
観
察

一
九
三
七
年
七
月
十
八
日
、
兵
庫
県
郷
土
研
究
会
の
第
五
回
談
話
会
は
神
戸
三
菱
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
、
栗
山
一
夫
、
太
田
陸
郎
な

ど
六
人
が
出
席
し
た（

34
）。

『
民
間
伝
承
』
の
創
刊
と
ほ
ぼ
時
期
を
同
じ
く
し
て
『
兵
庫
県
民
俗
資
料
』
が
停
刊
し
、
主
宰
の
太
田
が
近
畿
地
方
の
中
心
人
物
と

し
て
日
本
民
俗
学
の
全
国
規
模
の
組
織
化
に
取
り
組
ん
で
い
っ
た
が
、
民
間
伝
承
の
会
の
都
市
と
く
に
東
京
を
中
心
と
す
る
状
況
を

批
判
し
続
け
た
マ
ル
ク
ス
主
義
民
俗
学
者
・
栗
山
一
夫
（
赤
松
啓
介
）
は
兵
庫
県
で
地
域
研
究
的
民
俗
学
を
試
み
、
兵
庫
県
郷
土
研
究

会
を
つ
く
り
、
ほ
ぼ
独
力
で
機
関
誌
『
兵
庫
県
郷
土
研
究
』（

35
）を
発
行
し
続
け
て
い
た
。
太
田
は
直
接
投
稿
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
が
、
機
関
誌
創
刊
の
二
月
に
娘
を
連
れ
て
、
は
る
ば
る
同
研
究
会
が
組
織
し
た
大
部
村
王
子
で
の
第
二
回
実
地
演
習
に
参
加
す

る（
36
）な
ど
、
栗
山
の
研
究
会
を
最
初
か
ら
支
持
し
て
い
た
。
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こ
の
第
五
回
談
話
会
で
は
、
考
古
学
の
和
島
誠
一
に
よ
る
講
演
の
後
、
太
田
の
話
題

を
中
心
に
民
俗
談
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
。
話
題
は
勃
発
し
た
ば
か
り
の
戦
争
に
転

じ
、
太
田
は
同
席
し
た
玉
岡
松
一
郎
が
召
集
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
冗
談
で
言
っ
た
が
、
そ

の
予
言
は
的
中
し
、
八
月
四
日
に
玉
岡
は
入
営
し
た（

37
）。
玉
岡
の
中
国
行
き
は
、
近

畿
民
俗
学
会
の
名
義
で
『
民
間
伝
承
』
で
も
報
じ
ら
れ
、
同
種
報
告
の
第
一
号
と
な
っ

た
（
表
10
参
照
）。

そ
れ
か
ら
一
年
経
た
ず
し
て
予
言
者
の
太
田
も
召
集
さ
れ
（
一
九
三
八
年
七
月
一
日
）、

ま
も
な
く
中
国
へ
出
発
し
た
（
八
月
六
日
）。『
兵
庫
県
郷
土
研
究
』
は
七
月
十
五
日
早

速
こ
の
こ
と
を
報
告
し
た（

38
）。『
民
間
伝
承
』
で
は
そ
の
後
の
三

−

一
二
（
八
月
）
に

「
近
畿
民
俗
学
会
」
の
名
義
で
報
じ
ら
れ
た
。
な
お
、
太
田
の
不
在
に
よ
っ
て
、
近
畿

民
俗
学
会
は
実
質
機
能
停
止
と
な
り
、
こ
れ
以
降
大
阪
民
俗
談
話
会
は
そ
れ
に
と
っ
て

か
わ
り
、
大
阪
を
中
心
と
し
た
民
俗
学
活
動
を
『
民
間
伝
承
』
に
報
告
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。

太
田
の
中
国
行
き
に
先
だ
っ
て
、
五
月
に
一
旦
帰
還
し
た
玉
岡
は
再
び
召
集
さ
れ
、

中
国
に
赴
い
た（

39
）。
一
九
三
七
年
十
二
月
日
本
軍
は
南
京
を
陥
落
さ
せ
、
翌
年
一
月

に
は
国
民
政
府
と
の
和
平
交
渉
を
中
止
、
四
月
に
不
拡
大
方
針
を
放
棄
し
、
徐
州
を
占

領
し
た
。
そ
の
後
、
戦
局
の
早
期
終
結
の
た
め
に
武
漢
攻
略
が
決
定
さ
れ
、
七
月
に
作

戦
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
玉
岡
の
再
召
集
と
太
田
の
召
集
に
は
、
こ
の
よ
う
な

背
景
が
あ
っ
た
。

武
漢
攻
略
の
主
力
は
岡
村
寧
次
中
将
が
指
揮
す
る
遡
江
作
戦
の
第
十
一
軍
、
及
び
そ

号数 刊行年月 登載欄         内容

３－１ 1937年9月 近畿民俗学会 河本正義が従軍記者、玉岡松一郎が兵士として
    中国へ
３－３ 11月 編輯雑記 例集会は応召その他の影響を受けた
３－10 1938年6月 近畿民俗学会 玉岡は再召集され、5月中旬中国前線へ
３－12  8月 近畿民俗学会 幹事太田陸郎が7月召集され、中国へ出発
４－２ 11月 学会消息 前年中国戦線に赴いた島根の小林伝十は戦傷死
４－６ 1939年3月 大阪民俗談話会 玉岡は病気で帰還、ほぼ失明状態に
５－１ 10月 大阪民俗談話会 橘文策が満洲国通信社に入社、太田の所属が変
    更、玉岡は快癒して退営、岸田定雄が応召される

表10　『民間伝承』会員応召関係記事一覧

出典：『民間伝承』各号より作成。
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れ
に
協
同
し
、
大
別
山
側
か
ら
進
軍
す
る
第
二
軍
で
あ
る（

40
）。
太
田
の
戦
地
か
ら
の
最
初
の
投
稿
に
よ
れ
ば
、
当
時
彼
の
肩
書
き
は

「
中
支
派
遣
軍　

片
村
部
隊
、
北
尾
部
隊
気
付
太
田
（
陸
）
部
隊
、
太
田
陸
郎
」
で
あ
っ
た
。

七
月
十
四
日
上
海
よ
り
発
令
さ
れ
た
「
中
支
作
命
甲
第
一
号
別
紙
第
二　

第
十
一
軍
司
令
官
ノ
指
揮
下
ニ
入
ル
ヘ
キ
部
隊
」
の
戦
列

部
隊
に
「
波
田
支
隊
」
が
見
え（

41
）、
七
月
二
二
日
に
波
田
支
隊
が
九
江
攻
略
の
第
一
線
と
し
て
作
戦
を
始
め
、
そ
の
後
、
瑞
昌
、
馬

頭
鎮
に
進
軍
し
た
。
こ
の
波
田
支
隊
は
近
藤
少
将
が
指
揮
す
る
海
軍
の
揚
子
江
部
隊
と
直
接
協
力
す
べ
き
遡
江
部
隊（

42
）で
あ
り
、
そ

の
管
下
に
大
佐
北
尾
龍
英
が
指
揮
す
る
北
尾
碇
泊
場
司
令
部
が
あ
っ
た（

43
）。
武
漢
攻
略
の
た
め
、
軍
隊
の
区
分
が
調
整
さ
れ
、
第
十

一
軍
直
轄
の
遡
江
船
舶
隊
が
組
織
さ
れ
、
陸
軍
少
将
片
村
四
八
が
指
揮
に
当
た
り
、
北
尾
碇
泊
場
司
令
部
が
そ
の
配
下
に
な
っ
た（

44
）。

神
宮
皇
学
館
の
漢
学
者
近
藤
杢
に
よ
る
墓
誌
に
は
太
田
が
「
水
上
輸
送
隊
」
に
属
す
る
と
い
う
箇
所
が
あ
り
、「
片
村
部
隊
北
尾
部
隊
」

は
、
間
違
い
な
く
こ
の
遡
江
船
舶
隊
の
北
尾
碇
泊
場
司
令
部
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
遡
江
船
舶
隊
の
任
務
は
「
揚
子
江
ニ
沿
フ

作
戦
ノ
進
展
ニ
伴
ヒ
所
要
兵
団
ノ
作
戦
ニ
協
力
ス
ヘ
シ　

又
長
江
及
鄱
陽
湖
ニ
沿
フ
軍
ノ
補
給
運
送
」（

45
）で
あ
っ
た
。

太
田
は
少
尉
と
し
て
前
線
に
向
か
っ
た
の
で
あ
る
が（

46
）、『
大
阪
朝
日
新
聞
神
戸
版
』（
一
九
三
八
年
十
月
二
五
日
付
）
の
現
地
記
者

の
報
道
に
よ
る
と
、
太
田
部
隊
は
太
田
以
下
、
准
尉
一
人
、
曹
長
一
人
、
上
等
兵
一
人
、
二
等
兵
八
人
か
ら
な
っ
て
い
る
。
同
年
十
一

月
二
三
日
付
太
田
部
隊
所
属
の
二
等
兵
本
玉
元
治
よ
り
太
田
の
妻
・
幸
子
宛

の
軍
事
郵
便（

47
）で
は
、「
吾
々
揚
塔
隊
」
と
い
う
表
現
が
見
え
、
こ
の
部
隊

の
具
体
的
な
任
務
は
、
兵
器
、
弾
薬
、
資
材
、
兵
員
の
輸
送
と
上
陸
補
助
と

思
わ
れ
る
。

太
田
の
「
進
軍
中
に
み
た
支
那
習
俗
（
一
）」
は
武
漢
作
戦
が
終
っ
て
間

も
な
く
、
十
一
月
ご
ろ
に
書
か
れ
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
第
一
回
の

通
信
で
は
、
ま
だ
軍
の
検
閲
が
そ
れ
ほ
ど
厳
し
く
な
か
っ
た
の
か
、
後
に
な

る
と
「
○
○
」
と
伏
字
に
な
る
は
ず
の
地
名
が
そ
の
ま
ま
出
て
い
る
。
そ
れ

図６　軍服の太田陸郎
出典：沢田四郎作「太田陸郎伝」『日本
　民俗学大系』6所収、1958年、393頁。
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を
辿
れ
ば
、
南
京
、
九
江
、
黄
梅
、
瑞
昌
、
武
穴
、
田
家
鎮
、
大
冶
、
鄂
城
、
漢
口
、
武
昌
、
漢
陽
、
大
別
山
な
ど
で
、
ま
さ
に
タ
イ

ト
ル
の
「
進
軍
中
」
と
い
う
の
に
ふ
さ
わ
し
く
、
軍
の
進
行
路
線
と
ほ
ぼ
対
応
し
て
い
る
。
こ
れ
以
降
、『
旅
と
伝
説
』
及
び
『
民
間

伝
承
』
に
は
、
た
び
た
び
太
田
の
名
前
が
見
ら
れ
る
。

太
田
は
一
九
三
五
年
あ
た
り
か
ら
、
古
書
文
献
の
蒐
集
整
頓
か
ら
現
実
社
会
の
実
情
に
関
心
の
重
心
が
移
り
、
自
分
の
研
究
の
整
理

に
も
着
手
し
始
め
た
こ
と
は
前
に
ふ
れ
た
が
、
そ
う
い
う
「
愈
々
そ
の
知
識
の
整
頓
に
着
手
し
よ
う
と
い
ふ
、
ち
や
う
ど
油
の
乗
り
き

つ
た
箭
先
に
」（

48
）、
彼
は
中
国
に
渡
っ
た
。
そ
し
て
一
九
四
二
年
に
南
方
の
マ
レ
ー
に
志
願
転
出
す
る
ま
で
、
四
年
近
く
の
歳
月
、
す

な
わ
ち
そ
の
生
涯
の
研
究
生
活
の
約
三
分
の
一
を
中
国
で
送
っ
て
い
た
。
彼
の
中
国
に
関
す
る
様
々
な
文
章
は
、
死
後
一
周
年
に
あ
た

る
一
九
四
三
年
十
月
に
出
版
さ
れ
た
『
支
那
習
俗
』
と
い
う
一
冊
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。『
民
間
伝
承
』
九

−

八
（
一
九
四
三
年
十
二

月
）
で
は
、
橋
浦
泰
雄
が
「
本
書
は
そ
の
五
ケ
年
間
の
採
集
の
一
部
を
選
抜
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
専
ら
中
支
の
習
俗
五
十
種
余
を
収

め
て
あ
る
」
と
紹
介
し
て
い
る
。

『
支
那
習
俗
』
は
、「
進
軍
中
に
見
た
支
那
習
俗
」「
揚
子
江
の
魚
と
漁
法
」「
中
支
奥
地
の
鵜
飼
」「
城
壁
遺
存
の
陶
磁
瓦
片
」（
一
九

四
二
年
、
推
定
、
以
下
同
様
）「
揚
子
江
と
倭
寇
」「
中
支
の
印
花
布
」「
中
支
奥
地
の
旧
暦
歳
末
」「
字
蔵
と
陶
磁
片
工
芸
」「
金
鈴
盒
子
」

（
一
九
四
一
年
）「
金
陵
棲
霞
山
仏
教
美
術
と
六
朝
遺
物
」「
戦
地
よ
り
趣
味
通
信
」「
陣
中
随
想
」「
闘
蟋
蟀
」（
一
九
四
〇
年
）「
陣
中
花

信
」（
一
九
四
一
年
）「
支
那
の
口
碑
」（
一
九
四
一
年
）「
中
支
賞
花
習
俗
」（
一
九
四
二
年
）「
中
支
こ
ど
も
習
俗
」（
一
九
四
一
年
）「
娘
々

祭
参
拝
記
」（
一
九
四
一
年
）「
横
槊
余
稿
」「
煙
塵
漠
々
」「
鄭
衛
余
音
」
の
全
部
で
二
一
章
か
ら
な
っ
て
い
る
。
文
章
の
初
出
な
ど
が

明
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
確
認
で
き
た
『
旅
と
伝
説
』
以
外
は
、
未
発
表
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る（

49
）。

『
旅
と
伝
説
』
の
文
章
は
、
郷
里
の
山
窩
に
つ
い
て
の
も
の
で
中
国
と
ま
っ
た
く
関
係
な
い
「
中
支
よ
り
」（
一
九
四
〇
年
十
二
月
）

以
外
全
部
収
録
さ
れ
、
第
一
、
二
、
三
、
五
、
六
、
七
章
を
な
し
、
分
量
も
全
書
二
〇
〇
頁
中
八
四
頁
を
占
め
て
い
る
。『
支
那
習
俗
』

は
長
文
で
充
実
し
た
内
容
を
有
す
る
も
の
ほ
ど
先
頭
に
く
る
よ
う
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
旅
と
伝
説
』
で
発
表
さ
れ
た
も

の
が
太
田
の
中
国
研
究
の
成
果
の
主
体
と
理
解
さ
れ
よ
う
。
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収
録
に
あ
た
っ
て
、「
進
軍
中
に
見
た
支
那
習
俗
」
の
（
一
）
と
（
二
）
が
合
併
さ
れ
て
第
一
章
と
な
り
、
一
九
四
〇
年
一
月
の
「
中

支
よ
り
」
が
「
中
支
の
印
花
布
」
と
改
題
さ
れ
た
。
本
文
は
ほ
ぼ
発
表
当
時
の
ま
ま
で
あ
る
が
、
首
尾
の
通
信
調
の
部
分
が
削
除
さ

れ
、
一
部
の
図
や
写
真
も
外
さ
れ
た
。

太
田
は
、
最
初
は
片
村
部
隊
北
尾
部
隊
、
後
に
片
村
部
隊
檜
垣
部
隊
（
一
九
三
九
年
八
月
よ
り
）、
田
村
部
隊
檜
垣
部
隊
（
一
九
四
〇

年
三
月
よ
り
）、
田
村
部
隊
光
井
部
隊
（
一
九
四
〇
年
十
二
月
よ
り
）、
馬
来
派
遣
暁
二
九
五
八
部
隊
（
一
九
四
二
年
七
月
）
と
、
そ
の
所
属

が
転
々
と
し
た
（
八
九
頁
、
表
11
参
照
）。

『
帝
国
陸
軍
編
制
総
覧
』（
芙
蓉
書
房
、
一
九
八
七
年
）
を
参
照
す
れ
ば
、
太
田
の
所
属
変
化
の
背
景
が
わ
か
る
。
太
田
は
ま
ず
中
支

那
碇
泊
場
監
部
（
片
村
四
八
少
将
、
一
九
三
八
年
七
月
十
五
日
〜
）
の
も
と
の
北
尾
碇
泊
場
（
第
二
〇
碇
泊
場
）
か
ら
檜
垣
貞
勝
少
将
を
司

令
官
と
す
る
第
一
〇
五
碇
泊
場
司
令
部
に
転
属
し
た
。
そ
れ
か
ら
中
支
那
碇
泊
場
監
部
の
場
監
が
田
村
節
蔵
少
将
（
一
九
四
〇
年
三
月

九
日
よ
り
）
に
変
わ
っ
た
。
一
九
四
〇
年
九
月
に
船
舶
輸
送
司
令
部
（
司
令
官
が
佐
伯
文
郎
中
将
、
一
九
四
〇
年
九
月
二
八
日
よ
り
）
が
で

き
る
と
、
中
支
那
碇
泊
場
監
部
が
そ
の
隷
下
部
隊
と
な
り
、
そ
の
下
に
第
一
〇
二
碇
泊
場
司
令
部
（
光
井
一
治
大
佐
、
一
九
四
〇
年
十
二

月
十
四
日
よ
り
）
が
設
置
さ
れ
た
。
一
九
四
二
年
七
月
七
日
、
軍
令
陸
甲
第
五
二
号
に
よ
り
船
舶
輸
送
司
令
部
を
復
帰
さ
せ
て
佐
伯
文

郎
を
司
令
官
と
す
る
船
舶
司
令
部
「
暁
」
が
新
し
く
編
成
さ
れ
た
が
、
太
田
は
こ
の
「
暁
」
部
隊
に
所
属
し
た
。

軍
事
任
務
の
関
係
で
地
名
が
明
記
さ
れ
な
か
っ
た
か
削
除
さ
れ
た
箇
所
が
多
く
、
そ
の
所
在
を
特
定
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
が
、

し
か
し
『
支
那
習
俗
』
に
出
て
い
る
地
名
に
は
、
上
海
、
蘇
州
、
鎮
江
、
揚
州
、
南
京
、
蕪
湖
、
安
慶
、
彭
沢
、
景
徳
鎮
、
湖
口
、
九

江
、
瑞
昌
、
黄
梅
、
武
穴
鎮
、
田
家
鎮
、
大
冶
、
鄂
城
、
黄
州
、
武
昌
、
漢
口
、
漢
陽
、
黄
陂
な
ど
の
市
鎮
、
そ
し
て
太
湖
、
鄱
陽

湖
、
廬
山
、
大
別
山
、
淮
河
、
洞
庭
湖
な
ど
の
山
川
が
見
え
、
と
く
に
安
徽
省
、
江
西
省
、
湖
北
省
の
揚
子
江
沿
岸
を
中
心
と
し
た
も

の
が
頻
出
し
て
い
る
。
太
田
や
そ
の
指
揮
下
の
隊
員
に
よ
る
軍
事
郵
便
や
戦
地
記
者
の
報
道
に
出
る
地
名（

50
）な
ど
と
照
合
し
て
も
、

太
田
の
活
動
の
中
心
は
こ
の
地
域
と
見
て
よ
い
（
図
７
参
照
）。

太
田
の
目
に
映
っ
た
こ
の
「
中
支
奥
地
」
は
、
地
図
上
で
は
大
都
市
で
あ
る
中
心
地
の
多
く
が
実
際
に
は
ま
っ
た
く
の
田
舎
町
で
、
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図
７
　
太
田
陸
郎
関
連
中
国
東
部
地
図
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そ
こ
か
ら
一
里
も
離
れ
る
と
農
村
で
あ
り
、
耕
地
も
山
間
利
用
が
多
く
、
農
家
が
川
湖
の
漁
も
行
い
、
ほ
と
ん
ど
大
陸
的
な
感
じ
が
し

な
い
土
地
で
あ
っ
た
と
い
う（

51
）。
太
田
は
こ
の
地
の
特
徴
を
ど
こ
か
故
郷
の
置
塩
村
の
状
況
と
重
ね
て
見
て
い
る
の
だ
ろ
う
（
図
８
参

照
）。１　

日
本
研
究
の
延
長

太
田
陸
郎
は
、
一
九
三
九
年
九
月
『
民
間
伝
承
』
四

−

一
二
に
三
回
目
の
通
信
（
七
月
十
日
付
）
を
寄
せ
て
い
る
。

民
間
伝
承
御
送
付
下
さ
れ
有
難
く
応
召
以
来
一
年
ぶ
り
に
な
つ
か
し
く
炎
暑
下
で
拝
見
致
し
ま
し
た
。
支
那
奥
地
に
来
れ
ば
来
る

程
、
あ
ま
り
に
も
日
本
の
習
俗
と
類
似
の
多
い
の
に
驚
き
ま
す
。
勿
論
日
本
の
そ
れ
の
原
始
形
が
こ
ち
ら
に
あ
る
べ
き
は
当
然
と

も
思
ひ
ま
す
が

─
だ
か
ら
日
本
を
よ
く
知
る
者
程
ま
た
支
那
を
明
か
に
見
、
か
つ
研
究
す
る
事
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
考

へ
ま
す
。
だ
が
戦
争
と
研
究
と
は
別
個
の
も
の

で
、
小
生
の
現
在
は
只
御
奉
公
あ
る
の
み
で
あ
り

ま
す
。

中
国
に
赴
い
て
か
ら
一
年
、
戦
争
の
長
期
化
に
伴

い
、
軍
隊
の
任
務
の
重
心
は
占
領
地
の
拡
大
か
ら
占
拠

地
域
の
治
安
回
復
と
維
持
に
変
わ
り
、
太
田
隊
長
も
忙

し
い
軍
務
の
中
、
次
第
に
落
ち
着
い
て
考
え
る
こ
と
が

出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
し
い
。
な
ぜ
な
ら
、
太
田
は

具
体
的
な
事
象
を
描
写
す
る
こ
れ
ま
で
の
投
稿
と
異
な

図８　太田陸郎出身地糸田位置図
出典：「飾磨郡全図」飾磨郡教育会『飾磨郡風俗
　調査書』付録、1912年より作成。
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り
、
は
っ
き
り
と
自
分
の
中
国
認
識
や
研
究
姿
勢
な
ど
を
打
ち
出
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

「
奥
地
に
来
れ
ば
来
る
程
」
両
国
間
の
民
俗
レ
ベ
ル
の
類
似
の
多
さ
に
気
付
い
て
驚
い
た
。
つ
ま
り
か
つ
て
漠
然
と
日
本
と
中
国
と

の
異
質
性
を
考
え
て
い
た
が
、
そ
の
想
像
は
現
実
に
よ
っ
て
修
正
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
太
田
は
、
日
中
の
相
似
に

つ
い
て
中
国
の
方
に
「
日
本
の
そ
れ
の
原
始
形
」
が
「
あ
る
べ
き
」
と
い
う
理
解
を
示
し
、
す
な
わ
ち
習
俗
の
類
似
を
両
国
の
歴
史
的

交
流
、
も
っ
と
い
え
ば
中
国
か
ら
日
本
へ
と
い
う
前
近
代
に
お
け
る
文
化
の
流
れ
の
結
果
と
し
て
認
識
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
日
本
の
こ
と

を
よ
く
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
中
国
研
究
の
可
能
性
が
大
き
い
と
判
断
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
民
俗
学
を
通
し
て
日
本
を
よ
り
良
く
理
解

す
る
た
め
に
努
め
て
来
た
一
人
の
日
本
民
俗
学
者
と
し
て
の
、
中
国
研
究
に
対
す
る
自
信
が
見
え
隠
れ
す
る
。

こ
の
文
章
は
短
い
な
が
ら
、
太
田
の
中
国
研
究
の
性
格
を
理
解
す
る
た
め
の
重
要
な
点
を
示
唆
し
て
い
る
。
中
国
は
太
田
に
と
っ
て

ま
っ
た
く
異
質
な
国
で
は
な
く
、
昔
の
日
本
の
姿
を
再
現
し
て
く
れ
る
親
し
み
を
感
じ
る
土
地
で
あ
っ
た
。
そ
の
論
理
の
構
造
か
ら
言

え
ば
、
逆
に
「
中
国
を
よ
く
知
る
者
程
ま
た
日
本
を
明
ら
か
に
見
、
か
つ
研
究
す
る
事
が
で
き
る
」
と
も
い
え
る
。
中
国
研
究
は
太
田

に
と
っ
て
外
側
か
ら
と
い
う
視
角
の
違
い
が
あ
る
も
の
の
、
日
本
を
理
解
す
る
点
で
は
、
こ
れ
ま
で
視
野
や
関
心
を
郷
土
か
ら
日
本
に

広
げ
た
こ
と
と
一
致
し
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
彼
の
中
国
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
で
の
研
究
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
い
え
る
。

そ
れ
を
証
明
す
る
か
の
よ
う
に
、
太
田
が
『
支
那
習
俗
』
で
取
り
上
げ
た
対
象
の
多
く
は
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
で
研
究
・
発
表
さ
れ

た
も
の
、
特
に
『
兵
庫
県
民
俗
資
料
』
で
の
発
表
と
重
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
動
植
物
と
「
播
磨
動
植
物
方
言
抄
」、
水
牛
の
利

用
と
「
牛
に
関
す
る
方
言
と
俗
信
」「
但
馬
牛
と
伝
説
」、
娘
々
祭
と
「
播
磨
の
秋
祭
り
と
屋
台
」、
仲
秋
・
盂
蘭
聖
会
と
「
夏
の
農
民

と
土
俗
」、
棲
霞
山
の
仏
教
美
術
と
妙
法
寺
の
仏
教
美
術
調
査
、
埋
葬
見
聞
と
「
大
覚
寺
所
蔵
墓
所
関
係
古
文
書
」「
葬
制
雑
記
」、
漁

法
と
「
高
砂
附
近
漁
撈
抄
記
」、
揚
子
江
の
魚
と
「
兵
庫
県
淡
水
魚
俗
名
集
」、
食
用
植
物
と
「
夢
前
川
流
域
食
用
植
物
の
方
言
と
俗

信
」、
陶
片
古
拓
と
「
播
磨
古
瓦
譜
」
な
ど
に
、
そ
の
密
接
な
関
連
が
窺
え
る
。

太
田
の
論
考
で
は
中
国
と
日
本
の
民
俗
学
的
な
比
較
が
随
所
に
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
一
つ
の
到
達
点
は
、
最
後
の
長
文
「
揚
子
江
の

魚
と
漁
法
」
で
あ
る
。
揚
子
江
流
域
は
重
要
な
農
業
地
帯
で
あ
り
、
太
田
の
駐
在
し
た
地
域
に
は
湖
や
川
が
多
く
、
特
に
淡
水
魚
の
漁
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撈
習
俗
が
豊
か
で
あ
る
。
夢
前
川
の
畔
に
あ
る
農
村
に
故
郷
を
持
つ
太
田
は
最
初
か
ら
当
地
域
の
漁
業
に
つ
い
て
留
意
し
、
た
び
た
び

ふ
れ
て
い
る
が（

52
）、
一
九
四
一
年
十
二
月
二
二
日
に
執
筆
さ
れ
た
「
揚
子
江
の
魚
と
漁
法
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
総
ま
と
め
と
い
う
性

質
を
有
す
る
論
文
で
あ
る
。
太
田
は
次
の
よ
う
に
綴
っ
て
い
る
。

ま
ず
農
業
に
つ
い
て
は
そ
の
所
要
器
具
と
農
耕
法
の
あ
ま
り
に
も
日
本
と
相
似
点
の
多
い
こ
と
で
あ
る
。
殊
に
水
稲
の
挿
苗
か
ら

収
穫
ま
で
の
行
程
、
施
肥
の
差
と
揚
水
関
係
を
除
く
と
故
郷
の
田
園
生
活
と
等
し
い
と
い
つ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
、
其
他
器

具
も
ま
た
同
様
で
あ
る
。

農
業
、
農
具
に
お
け
る
中
国
と
日
本
の
近
似
性
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
「
支
那
奥
地
に
来
て
農
業
を
見
る
時
ま
っ
た
く
内
地
と
相

似
て
」（
一
九
三
九
年
七
月
）、「
幼
年
時
か
す
か
に
記
憶
に
あ
る
こ
れ
ら
の
諸
具
を
今
眼
前
に
展
示
さ
れ
て
そ
の
作
業
を
見
る
時
、
何
だ

か
歌
舞
伎
の
田
舎
の
場
面
で
も
見
る
心
地
が
し
ま
す
」（
一
九
四
〇
年
一
月
）、「
当
地
目
下
内
地
の
二
番
草
程
度
の
稲
で
あ
り
ま
す
。
田

草
の
と
り
方
、
コ
ブ
リ
方
内
地
と
同
様
で
す
。
農
村
の
所
々
で
、
日
本
で
い
ふ
ト
ウ
ス
、
あ
の
木
板
の
歯
を
入
れ
、
土
を
つ
め
た
臼
を

秋
の
準
備
に
作
つ
て
ゐ
ま
す
が
、
実
に
寸
分
変
ら
ぬ
様
子
に
驚
き
ま
す
」（
一
九
四
一
年
九
月
）、
と
い
う
よ
う
に
、
最
初
か
ら
気
付
き
、

ま
た
た
び
た
び
論
じ
て
き
た
こ
と
で
も
あ
る
。
し
か
し
、「
揚
子
江
の
魚
と
漁
法
」
で
は
、
印
象
や
感
覚
を
理
論
的
に
整
理
す
る
努
力

が
見
ら
れ
、
し
か
も
農
業
を
漁
業
と
の
対
比
で
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
日
間
の
文
化
交
流
史
に
つ
い
て
大
き
な
問
題
提
起
を
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
に
反
し
て
漁
業
に
つ
い
て
は
よ
ほ
ど
の
差
を
認
め
る
、
凡
て
が
幼
稚
な
こ
と
も
否
め
な
い
が
根
底
に
差
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
方
法
の
多
く
が
古
態
で
あ
り
器
具
の
凡
て
も
原
始
的
な
も
の
が
多
い
。
日
支
両
国
の
差
は
勿
論
魚
類
、
地
形
差
に
も
よ
る
だ

ろ
う
が
、
農
業
の
両
者
交
流
に
反
し
て
漁
業
に
は
別
個
の
発
達
を
考
え
て
み
た
い
。（
中
略
）
日
本
古
来
の
漁
法
に
つ
い
て
も
考
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え
て
み
た
い
。

太
田
は
漁
業
に
お
い
て
も
農
業
と
同
じ
く
中
国
の
方
法
や
器
具
が
「
古
態
」
で
あ
り
「
原
始
的
」
だ
と
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
漁

業
に
お
い
て
中
国
と
日
本
の
間
に
は
、
農
業
の
場
合
の
よ
う
に
文
化
発
展
の
段
階
に
よ
っ
て
理
解
し
得
る
程
度
を
超
え
た
、
根
本
的
な

差
異
が
あ
る
と
感
じ
取
り
、
そ
れ
を
説
明
す
る
た
め
に
農
業
交
流
説
と
漁
業
独
自
発
展
説
と
も
い
う
べ
き
一
対
の
仮
説
を
打
ち
出
し
て

い
る
。
そ
の
仮
説
が
成
立
す
る
か
否
か
を
論
じ
る
こ
と
は
本
論
の
目
的
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
た
だ
、
こ
の
発
想
法
は
日
本
と
い
う
枠

以
外
に
立
つ
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
得
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
、
言
い
換
え
れ
ば
太
田
は
中
国
を
通
し
て
日
本
を
再
発
見
し
、
そ
れ
を
き

っ
か
け
に
日
本
を
考
え
直
す
志
向
を
示
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

２　

中
国
文
化
へ
の
沈
潜
と
認
識
上
の
制
約

太
田
に
と
っ
て
、
中
国
へ
の
理
解
と
日
本
へ
の
理
解
は
、
絶
え
ず
互
い
に
深
め
合
う
関
係
に
あ
る
た
め
、
中
国
文
化
へ
の
沈
潜
に
よ

っ
て
理
解
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。『
支
那
習
俗
』
か
ら
見
れ
ば
、
日
本
で
の
研
究
に
は
な
い
が
中
国
で
は
対
象
と
さ
れ
た
も

の
に
は
、
面
子
・
叩
頭
（
額
を
地
面
に
つ
け
る
お
辞
儀
）・
看
熱
閙
（
野
次
馬
）（「
横
槊
余
稿
」「
煙
塵
漠
々
」）
な
ど
中
国
独
特
の
文
化
現

象
以
外
、
二
つ
性
格
の
違
う
も
の
が
入
っ
て
い
る
。
一
つ
は
先
に
述
べ
た
農
業
農
具
の
よ
う
に
、
日
本
の
原
型
、
古
い
姿
を
見
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
藍
に
つ
い
て
、
太
田
は
「
又
藍
房
が
あ
つ
て
藍
が
め
を
見
か
け
た
、
草
藍
が
耕
作
さ
れ
て
手
織
木
綿

で
そ
め
ら
れ
て
い
る
、
要
す
る
に
日
本
よ
り
半
世
紀
或
い
は
一
世
紀
お
く
れ
て
い
る
」（

53
）と
論
じ
て
い
る
。

も
う
一
つ
は
、
最
初
は
ま
っ
た
く
対
象
に
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
中
国
経
験
年
数
の
増
加
に
従
い
、
次
第
に
関
心
や
理
解
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
茶
、
花
、
虫
な
ど
中
国
で
独
特
の
発
達
を
と
げ
、
中
国
人
の
感
覚
と
密
接
な
関
係
の
あ
る
も
の
が
そ
れ
で

あ
る
。

た
と
え
ば
太
田
は
亡
く
な
る
前
年
の
一
九
四
一
年
秋
か
ら
と
く
に
虫
に
対
す
る
興
味
が
湧
き
出
て
き
た
よ
う
で
『
民
間
伝
承
』
の
通
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信
の
中
で
連
続
し
て
三
回
ふ
れ
て
い
る
。

念
願
し
て
ゐ
た
蟋
蟀
を
闘
は
す
遊
戯
を
見
る
機
会
が
あ
り
さ
う
で
す
（
一
九
四
一
年
十
月
）。

目
下
虫
の
シ
ー
ズ
ン
で
支
那
人
が
虫
を
小
さ
な
盒
子
に
入
れ
て
ポ
ケ
ツ
ト
に
入
れ
て
い
る
の
を
興
味
あ
る
も
の
と
感
心
し
て
、
私

も
金
鈴
盒
子
と
い
う
の
を
一
具
買
つ
て
虫
を
飼
つ
て
い
ま
す
（
同
十
一
月
）。

寒
さ
に
向
う
と
と
も
に
支
那
人
の
愛
虫
家
達
は
小
さ
な
器
に
虫
を
入
れ
ポ
ケ
ツ
ト
に
し
の
ば
せ
て
い
ま
す
。
多
く
は
金
鈴
で
す
、

体
温
に
よ
つ
て
あ
た
た
め
ら
れ
て
静
か
な
音
を
聞
く
な
ど
、
中
々
風
流
な
人
達
で
す
（
同
十
二
月
）。

さ
ら
に
花
の
香
が
移
っ
た
お
茶
に
関
す
る
記
述
か
ら
、
太
田
の
考
え
方
、
感
じ
方
が
変
わ
っ
て
い
く
様
子
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

「
最
近
に
な
つ
て
茶
を
よ
く
見
る
こ
と
が
出
来
る
、
だ
が
吾
等
は
ど
ん
な
場
合
で
も
支
那
茶
は
の
み
た
く
な
い
、
何
処
迄
も
日
本
の

茶
が
ほ
し
い
、
茶
葉
が
な
け
れ
ば
む
し
ろ
白
湯
で
す
ま
し
た
い
」（

54
）（
一
九
三
九
年
三
月
）
と
い
う
よ
う
に
、
太
田
は
最
初
中
国
の
お
茶

を
ま
っ
た
く
拒
絶
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
次
第
に
変
化
し
、
一
九
四
二
年
春
に
な
る
と
、「
た
だ
茶
の
み
は
今
宵
も
支
那
茶
を

喫
し
つ
つ
筆
を
執
つ
て
い
ま
す
が
、
四
年
の
歳
月
は
花
の
香
あ
る
茶
に
す
つ
か
り
し
た
し
み
が
出
来
ま
し
た
。
何
故
に
こ
の
種
香
茶
が

日
本
に
流
布
し
な
か
つ
た
か
自
分
の
疑
問
と
す
る
所
で
あ
り
ま
す
」（

55
）と
、
む
し
ろ
中
国
茶
に
愛
着
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

中
国
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
る
に
つ
れ
て
、
太
田
は
「
要
す
る
に
支
那
と
い
ふ
国
は
広
大
で
ど
こ
迄
も
不
可
解
で
あ
り
三
年
五
年
ゐ

て
支
那
を
解
し
よ
う
な
ど
は
、
大
き
な
誤
り
で
あ
る
」（

56
）と
自
覚
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

自
分
の
中
国
理
解
を
制
約
す
る
も
の
が
あ
る
と
太
田
は
認
め
て
い
る
。
た
と
え
ば
日
本
で
は
熱
心
に
研
究
し
て
い
た
民
謡
や
口
碑
な

ど
の
口
頭
伝
承
に
つ
い
て
、
太
田
は
「
支
那
に
来
て
四
年
、
各
地
を
踏
ん
で
は
き
た
が
そ
れ
は
軍
人
と
し
て
の
行
動
で
単
な
る
旅
行
者
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で
な
い
た
め
に
支
那
の
民
俗
学
的
な
事
象
に
つ
い
て
は
留
意
は
し
た
も
の
、
そ
れ
は
単
に
外
面
の
み
で
、
民
衆
の
持
つ
内
在
的
な
口
碑

伝
説
に
は
、
あ
ま
り
ふ
れ
る
機
会
に
今
日
迄
め
ぐ
ま
れ
て
い
な
い
」（
一
九
四
一
年
）（

57
）と
自
ら
反
省
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
こ
に
は
軍

務
に
よ
る
時
間
の
制
約
以
外
、
言
葉
の
障
壁
も
あ
っ
た
。『
民
間
伝
承
』
五

−
一
（
一
九
三
九
年
十
月
）
に
載
せ
た
通
信
の
中
で
、
太
田

は
「
色
々
と
支
那
の
風
俗
に
つ
い
て
聞
き
た
い
と
存
じ
ま
す
が
、
ま
つ
た
く
教
育
が
普
及
し
て
ゐ
な
い
為
め
簡
易
な
筆
談
も
困
難
」
で

あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

中
国
理
解
を
深
め
て
い
こ
う
と
し
た
時
で
あ
っ
た
が
、
ま
だ
中
国
語
の
会
話
は
で
き
ず
、
研
究
は
故
郷
農
村
で
の
生
活
経
験
、
長
年

の
調
査
で
培
っ
た
感
受
性
と
観
察
力
、
ま
た
中
国
と
日
本
で
共
通
し
て
い
る
漢
字（

58
）に
頼
っ
て
い
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。
日
本
民

俗
学
の
民
俗
語
彙
重
視
と
い
う
方
法
が
、
言
語
の
障
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
太
田
は
漢
口
江
岸
の
魚
市
の
場
面
が

描
け
て
も
、
そ
こ
に
お
け
る
支
配
権
の
分
析
は
出
来
ず
、
鵜
飼
の
や
り
方
が
わ
か
っ
て
も
、
行
き
先
で
の
漁
業
権
の
問
題
に
は
手
を
出

せ
な
か
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
太
田
は
日
本
の
民
俗
学
の
動
向
や
中
国
研
究
に
つ
い
て
、
常
に
最
新
の
情
報
を
求
め
て
お
り（

59
）、
隊
長
で
あ
る
身
分

で
通
訳
を
付
け
る
便
宜
な
ど
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
し
か
し
調
査
対
象
と
直
接
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
情
報

を
獲
得
す
る
の
が
民
俗
学
研
究
の
手
法
で
、
言
葉
が
充
分
通
じ
な
い
太
田
の
研
究
は
、
よ
り
視
覚
と
直
感
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ

た（
60
）。
独
学
で
何
と
か
会
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
太
田
は
中
国
滞
在
の
後
期
、
昔
話
の
翻
訳
（「
支
那
の
口
碑
」）
や
民
謡
の
収
集

（「
鄭
衛
余
音
」）
に
も
努
め
て
い
た
。
柳
田
の
提
唱
す
る
採
集
の
三
分
類
か
ら
言
え
ば
、「
寄
寓
者
の
採
集
」
に
近
づ
け
よ
う
と
す
る

「
旅
人
の
採
集
」
に
あ
た
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
心
意
の
奥
を
探
る
と
い
う
最
終
目
標
に
は
ま
だ
遙
か
な
道
の
り
が
あ
る
。

さ
ら
に
そ
こ
に
は
言
語
以
前
の
問
題
も
存
在
す
る
。
太
田
の
中
国
研
究
は
軍
人
と
い
う
身
分
ゆ
え
で
き
た
側
面
が
あ
っ
た
が
、
ま
た

そ
れ
ゆ
え
大
き
く
制
約
さ
れ
た
一
面
も
あ
っ
た
。
一
九
一
〇
年
に
奉
天
会
戦
で
戦
死
し
て
靖
国
神
社
に
祭
ら
れ
て
い
る
長
兄（

61
）を
持

つ
太
田
は
、
通
信
に
「
昭
和
十
四
年
三
月
十
日　

陸
軍
記
念
日
の
夜
十
二
時
」
や
「
十
二
月
二
十
二
日
太
平
洋
の
大
捷
を
聞
き
喜
び
つ

つ
」
と
わ
ざ
わ
ざ
記
す
ほ
ど
、
自
分
の
軍
人
と
い
う
身
分
に
自
覚
を
持
っ
て
い
る
。
太
田
は
一
貫
し
て
船
舶
輸
送
部
隊
に
属
し
て
お
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り
、
真
正
面
か
ら
血
ま
み
れ
に
な
っ
て
戦
う
経
験
が
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
彼
の
戦
争
認
識
を
見
れ
ば
、
ま
ず
進
軍
中
で
は

「
皇
軍
の
進
む
所
、
彼
等
（
国
民
党
の
圧
迫
下
の
民
衆

−

筆
者
）
の
幸
福
が
進
む
わ
け
に
外
な
ら
な
い
」（

62
）と
の
理
解
を
示
し
、
任
務
が

守
備
に
変
わ
っ
た
後
も
「
戦
争
に
は
勝
た
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
痛
切
に
感
」（

63
）じ
、
さ
ら
に
「
聖
戦
幾
年
、
山
村
に
至
る
ま
で
酒
旗
に

代
る
に
日
章
旗
と
和
平
建
国
の
旗
が
翩
翻
と
し
て
春
を
謳
歌
し
て
い
る
」（

64
）と
占
領
中
の
江
南
を
描
写
し
て
い
る
。
こ
の
対
中
国
戦
争

の
性
格
に
つ
い
て
の
認
識
は
決
し
て
太
田
一
人
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
当
時
軍
部
と
政
府
の
総
力
戦
政
策
下
で
、
軍
隊
な
い
し
国
民

の
中
で
か
な
り
共
通
し
た
認
識
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
本
人
に
は
侵
略
の
認
識
が
な
い
と
は
い
っ
て
も
、
日
常
生
活
に
お
い
て
は
常
に
中
国
人
の
敵
対
す
る
態
度
に
出
会
わ
ず
に
い

ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。『
民
間
伝
承
』
五

−

三
で
太
田
は
子
供
が
生
ま
れ
て
三
〇
日
の
行
事
「
弥
月
」
に
つ
い
て
報
告
し
て
い

る
が
、
そ
こ
で
「
こ
ん
な
時
ヒ
ゲ
は
大
し
た
も
の
で
、
集
ま
つ
た
小
供
達
は
ま
つ
た
く
小
生
を
伯
叔
父
な
み
に
ヂ
ヤ
レ
ツ
ク
有
様
で
、

小
供
に
は
何
の
異
国
人
否
敵
国
人
と
し
て
の
感
念
も
あ
り
ま
せ
ん
」
と
述
べ
て
い
る
。
逆
に
い
え
ば
、
こ
の
「
異
国
人
否
敵
国
人
」
と

い
う
緊
張
関
係
は
、
無
邪
気
な
子
供
以
外
に
は
常
に
感
じ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
た
と
え
ば
中
国
を
離
れ
て
南
方
に
移
転
し
て

か
ら
寄
せ
た
初
通
信
の
冒
頭
で
太
田
が
「
馬
来
に
来
て
感
ず
る
こ
と
は
人
々
の
皇
軍
に
対
す
る
好
感
」（

65
）と
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら

も
裏
付
け
ら
れ
る
。

民
俗
学
は
心
意
の
奥
に
接
近
す
る
こ
と
を
究
極
の
目
標
と
す
る
が
、
軍
人
で
も
あ
る
研
究
者
と
支
配
さ
れ
る
村
人
と
の
間
に
、
軍
事

的
強
制
力
へ
の
配
慮
に
よ
る
協
力
は
あ
っ
て
も
、
調
査
に
必
要
な
信
頼
関
係
は
築
か
れ
に
く
い
。
一
九
四
〇
年
末
、
太
田
は｢

『
宗
』

と
『
家
』
と
の
二
つ
の
区
分
に
よ
る
制
度
に
大
変
意
義
の
あ
る
こ
と
を
感
じ
ま
す
。
こ
れ
が
或
は
支
那
人
の
起
返
る
一
つ
の
大
き
な
原

因
を
な
す
も
の
が
な
い
か
等
も
す
こ
し
研
究
し
て
み
た
い｣

（
66
）と
述
べ
、「
本
年
は
当
地
方
も
不
作
に
属
す
る
様
で
す
。
一
畝
（
我
国
の

七
〇
％
）
の
佃
料
（
小
作
料
）
が
一
担
（
約
五
斗
五
升
）
の
由
（
中
略
）
す
こ
し
農
村
の
様
子
も
知
り
た
い
と
つ
と
め
て
い
ま
す
」（

67
）と

抱
負
を
語
り
、
中
国
の
宗
族
制
度
や
農
村
の
経
済
制
度
に
も
関
心
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
が
、
し
か
し
こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の

研
究
は
結
局
進
ま
な
か
っ
た
の
も
、
そ
れ
が
一
つ
の
理
由
だ
と
思
わ
れ
る
。
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３　

日
本
へ
の
発
信

以
上
の
よ
う
な
制
約
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
柳
田
は
太
田
の
中
国
研
究
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

一
九
四
三
年
九
月
、
柳
田
は
『
支
那
習
俗
』
の
序
で
、
当
時
中
国
に
関
す
る
出
版
が
多
い
中
で
太
田
の
中
国
研
究
の
「
二
三
の
特

長
」
と
し
て
、
第
一
に
「
此
著
は
細
心
な
る
実
地
の
観
察
に
基
づ
き
、
し
か
も
色
と
り
ど
り
の
都
府
の
風
流
に
は
目
を
仮
さ
ず
、
大
む

ね
く
す
み
切
つ
た
片
田
舎
の
、
貧
し
い
生
産
者
た
ち
の
毎
日
の
営
み
を
、
倦
ま
ず
軽
ん
ぜ
ず
竪
か
ら
も
横
か
ら
も
、
見
て
取
り
写
し
て

残
さ
う
と
し
た
こ
と
に
、
先
づ
我
々
は
一
つ
の
価
値
を
認
め
て
居
る
」
こ
と
、
第
二
に
「
捜
し
て
も
他
に
は
似
た
も
の
が
無
か
ら
う
と

思
ふ
一
事
は
、
此
書
が
日
本
の
民
俗
学
の
学
徒
に
よ
つ
て
専
心
に
書
き
綴
ら
れ
た
と
い
ふ
点
」
を
あ
げ
て
い
る
。

前
者
は
ま
さ
に
柳
田
が
主
張
し
て
い
る
民
俗
学
の
研
究
法
そ
の
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
は
っ
き
り
と
太
田
の
業
績
を
民
俗
学
の
内
部

か
ら
受
け
止
め
て
い
る
。
つ
ま
り
太
田
の
中
国
研
究
は
、
対
象
こ
そ
中
国
で
あ
る
が
、
日
本
の
民
俗
学
者
が
日
本
民
俗
学
の
方
法
を
も

っ
て
な
さ
れ
た
も
の
だ
と
柳
田
は
位
置
づ
け
て
い
る
。

実
際
、
太
田
の
中
国
研
究
が
当
時
の
日
本
民
俗
学
の
一
部
で
あ
っ
た
こ
と
は
、『
支
那
習
俗
』
の
出
版
を
待
つ
こ
と
な
く
、
彼
の
研

究
が
最
初
か
ら
機
関
誌
『
民
間
伝
承
』
と
民
俗
学
の
有
力
誌
『
旅
と
伝
説
』
に
掲
載
・
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
こ
れ
ら
の
雑
誌
が

戦
地
に
届
け
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
太
田
は
常
に
日
本
国
内
の
民
俗
学
研
究
と
緊
密
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
見
て
も
は
っ

き
り
し
て
い
る
。

彼
の
最
初
の
報
告
に
対
し
て
、『
旅
と
伝
説
』
の
「
後
記
」
や
『
民
間
伝
承
』
で
は
、
わ
ざ
わ
ざ
取
り
上
げ
て
読
者
会
員
の
注
意
を

呼
び
か
け
て
い
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
し
ば
ら
く
後
の
「
中
支
奥
地
の
鵜
飼
」
に
つ
い
て
も
、
同
号
の
『
旅
と
伝
説
』

の
「
後
記
」
に
「
又
遙
か
戦
地
か
ら
太
田
氏
が
第
三
回
目
の
中
支
奥
地
の
鵜
飼
を
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
」
と
あ
り
、『
民
間
伝
承
』
で
も

「
戦
塵
中
の
報
告
。
豊
富
な
写
真
を
入
れ
た
ス
ケ
ツ
チ
で
あ
り
、
漁
法
の
大
要
を
尽
く
し
て
あ
る
弾
雨
下
の
氏
の
学
問
愛
を
沁
々
と
感

ぜ
し
め
ら
れ
る
。
武
運
長
久
を
祈
つ
て
や
ま
な
い
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
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表
11
　

『
民
間
伝
承
』
と
『
旅
と
伝
説
』
に
見
ら
れ
る
太
田
陸
郎
関
係
内
容
（
一
九
三
八
〜
一
九
四
三
年
）

一
九
三
八
年

八
月

一
九
三
九
年

一
月

二
月

三
月

五
月

六
月

七
月

九
月

十
月

十
二
月

一
九
四
〇
年

一
月

二
月

三
月

四
月

五
月

七
月

八
月

九
月

十
一
月

十
二
月

十
二
月

一
九
四
一
年

一
月

三
月

四
月

七
月

八
月

九
月

十
月

十
一
月

十
二
月

一
九
四
二
年

二
月

九
月

十
月

十
一
月

十
二
月

一
九
四
三
年

二
月

五
月

十
二
月

十
二
月 　

『
民
』
 

三

－

一
二

『
旅
』一
二

－

一

『
民
』四

－

五

『
旅
』一
二

－

三

『
旅
』一
二

－

五

『
民
』四

－

九

『
民
』四

－

一
〇

『
民
』四

－

一
二

『
民
』五

－

一

『
民
』五

－

三

『
旅
』一
三

－

一

『
民
』五

－
五

『
民
』五

－
六

『
旅
』一
三

－

四

『
民
』五

－

八

『
民
』五

－

一
〇

『
民
』五

－

一
一

『
旅
』一
三

－

九

『
民
』六

－

二

『
民
』六

－

三

『
旅
』一
三

－

一
二

『
民
』六

－

四

『
民
』六

－

六

『
民
』六

－

七

『
旅
』一
四

－

七

『
旅
』一
四

－

八

『
民
』六

－

一
二

『
民
』七

－

一

『
民
』七

－

二

『
民
』七

－

三

『
旅
』一
五

－

二

『
民
』八

－

五

『
旅
』一
五

－

一
〇

『
旅
』一
五

－

一
一

『
旅
』一
五

－

一
二

『
旅
』一
六

－

二

『
民
』九

－

一

『
民
』九

－

八

『
旅
』一
六

－

一
二

九
頁
、
図
五
、
写
真
二
、
中
支
派
遣
片
村
部
隊
北
尾
部
隊

九
頁
、
手
描
図
一
、
写
真
十
一

四
頁
、
手
描
図
一
、
写
真
六

中
支
派
遣
片
村
部
隊
北
尾
部
隊

一
年
ぶ
り
『
民
』
を
拝
見

中
支
派
遣
片
村
部
隊
檜
垣
部
隊

三
頁
、
写
真
四

五
頁
、
写
真
八

中
支
派
遣
田
村
部
隊
檜
垣
部
隊

『
民
』
九
号
拝
受

『
旅
』
拝
受

二
頁

『
民
』
六

－

四
拝
受
、
中
支
派
遣
田
村
部
隊
光
井
部
隊

三
頁
、
図
一

『
旅
』
七
月
号
拝
受

『
民
』
六

－

一
一
拝
受

『
民
』
六

－

一
二
拝
受

『
民
』
七

－

一
拝
受

十
二
頁
、
手
描
図
五
、
写
真
十
八

於
馬
来

馬
来
派
遣
、
暁
二
九
五
八
部
隊

同
前

十
一
月
十
八
日
作
成

一
九
四
二
年
十
一
月
二
一
日
作
成

要
目
あ
り

近
畿
民
俗
学
会
に
よ
る
太
田
応
召
の
報
告

「
進
軍
中
に
み
た
支
那
習
俗
（
一
）」、「
後
記
」

倉
田
に
よ
る
上
の
報
告
の
紹
介

「
進
軍
中
に
み
た
支
那
習
俗
（
二
）」、「
後
記
」

「
中
支
奥
地
の
鵜
飼
」（
昭
和
十
四
年
三
月
十
日
、
陸
軍
記

念
日
の
夜
十
二
時
）、「
後
記
」

倉
田
に
よ
る
上
の
報
告
の
紹
介
、
通
信
：
戦
地
に
春
、
鶯

通
信
：
記
録
困
難
、
食
、
農
業
、
藍
甕
、
薪
、
竹
縄

通
信
（
七
月
十
日
）：
中
日
の
習
俗
が
類
似

通
信
：
盂
蘭
聖
会
、
筆
談
困
難
、
参
考
文
献
皆
無

通
信
：
弥
月
、
子
供
習
俗

「
中
支
よ
り
」（
昭
和
十
四
年
十
一
月
二
十
二
日
）

「
参
考
文
献
」
で
上
の
報
告
に
ふ
れ
ら
れ
る

通
信
：
藁
の
ふ
と
ん
、
綿
、
こ
と
ば
の
一
致

「
中
支
奥
地
の
旧
暦
歳
末
」
も
う
二
日
す
れ
ば
正
月

通
信
：
正
月
、
春
聯
を
一
つ
紹
介

通
信
：
孤
猿
随
筆
読
了
、
犬
の
こ
と

通
信
（
六
月
十
七
日
）：
雨
乞
、
ス
ッ
ポ
ン
、
炎
天
下

通
信
（
八
月
八
日
）：
暑
さ
、
ゴ
ザ
、
市
街
地
の
繁
昌

通
信
：
今
日
中
秋
節
、
贈
答
品
、
博
打
、
食
物

通
信
：「
宗
」
と
「
家
」
の
制
度
に
興
味

「
中
支
よ
り
」（
山
窩
の
こ
と
ど
も
）

通
信
：
小
作
料
、
小
作
人
の
地
位

通
信
：
今
日
旧
正
月
三
日
、
旧
暦
使
用
、
内
地
と
の
相
違

通
信
：
若
草
摘
み
、
種
類
、
食
べ
方

「
揚
子
江
と
倭
寇
（
現
地
検
閲
済
）」（
昭
和
十
六
年
孟
春
）

便
り
（
七
月
十
二
日
） 

投
稿
遅
延
。「
後
記
」

通
信
：
農
作
業
、
寸
分
変
わ
ら
ぬ

通
信
：
稲
刈
り
、
蟋
蟀
を
闘
は
す
遊
戯

通
信
：
仲
秋
、
虫
を
飼
う
金
鈴
盒
子

通
信
：
冬
服
に
蚊
帳
、
愛
虫
家
達
の
風
流

「
揚
子
江
流
域
の
魚
と
漁
法
（
現
地
検
閲
済
）」（
十
二
月

二
十
二
日
、
太
平
洋
の
大
捷
を
聞
き
喜
び
つ
つ
）

通
信
：
皇
軍
に
好
感
、
村
の
団
結
、
宗
教
、
言
語
、
昔
話

通
信
：
暇
な
し
、
民
話
、
ド
リ
ヤ
ン
、
魚
類
。「
後
記
」

通
信
：
手
紙
不
便
、
興
味
多
い
、
文
字
、
褌
、
果
物

「
後
記
」

宮
本
弔
文

敬
弔

橋
浦
に
よ
る
『
支
那
習
俗
』
紹
介
兼
弔
文

『
支
那
習
俗
』
紹
介

年
月

雑
誌
・
号
数

備
考
（
頁
数
、
写
真
・
図
点
数
、
所
属
変
更
な
ど
）

   

主
な
内
容

註
：『
旅
と
伝
説
』
は
『
旅
』、『
民
間
伝
承
』
は
『
民
』
と
略
記
す
る
。
年
月
欄
は
雑
誌
の
発
行
年
月
で
あ
る
。
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表
11
　

『
民
間
伝
承
』
と
『
旅
と
伝
説
』
に
見
ら
れ
る
太
田
陸
郎
関
係
内
容
（
一
九
三
八
〜
一
九
四
三
年
）

一
九
三
八
年

八
月

一
九
三
九
年

一
月

二
月

三
月

五
月

六
月

七
月

九
月

十
月

十
二
月

一
九
四
〇
年

一
月

二
月

三
月

四
月

五
月

七
月

八
月

九
月

十
一
月

十
二
月

十
二
月

一
九
四
一
年

一
月

三
月

四
月

七
月

八
月

九
月

十
月

十
一
月

十
二
月

一
九
四
二
年

二
月

九
月

十
月

十
一
月

十
二
月

一
九
四
三
年

二
月

五
月

十
二
月

十
二
月 　

『
民
』
 

三

－

一
二

『
旅
』一
二

－

一

『
民
』四

－

五

『
旅
』一
二

－

三

『
旅
』一
二

－

五

『
民
』四

－

九

『
民
』四

－

一
〇

『
民
』四

－

一
二

『
民
』五

－

一

『
民
』五

－

三

『
旅
』一
三

－

一

『
民
』五

－

五

『
民
』五

－

六

『
旅
』一
三

－

四

『
民
』五

－

八

『
民
』五

－

一
〇

『
民
』五

－

一
一

『
旅
』一
三

－

九

『
民
』六

－

二

『
民
』六

－

三

『
旅
』一
三

－

一
二

『
民
』六

－

四

『
民
』六

－

六

『
民
』六

－

七

『
旅
』一
四

－

七

『
旅
』一
四

－

八

『
民
』六

－

一
二

『
民
』七

－

一

『
民
』七

－

二

『
民
』七

－

三

『
旅
』一
五

－

二

『
民
』八

－

五

『
旅
』一
五

－

一
〇

『
旅
』一
五

－

一
一

『
旅
』一
五

－
一
二

『
旅
』一
六

－

二

『
民
』九

－

一

『
民
』九

－

八

『
旅
』一
六

－

一
二

九
頁
、
図
五
、
写
真
二
、
中
支
派
遣
片
村
部
隊
北
尾
部
隊

九
頁
、
手
描
図
一
、
写
真
十
一

四
頁
、
手
描
図
一
、
写
真
六

中
支
派
遣
片
村
部
隊
北
尾
部
隊

一
年
ぶ
り
『
民
』
を
拝
見

中
支
派
遣
片
村
部
隊
檜
垣
部
隊

三
頁
、
写
真
四

五
頁
、
写
真
八

中
支
派
遣
田
村
部
隊
檜
垣
部
隊

『
民
』
九
号
拝
受

『
旅
』
拝
受

二
頁

『
民
』
六

－

四
拝
受
、
中
支
派
遣
田
村
部
隊
光
井
部
隊

三
頁
、
図
一

『
旅
』
七
月
号
拝
受

『
民
』
六

－

一
一
拝
受

『
民
』
六

－

一
二
拝
受

『
民
』
七

－

一
拝
受

十
二
頁
、
手
描
図
五
、
写
真
十
八

於
馬
来

馬
来
派
遣
、
暁
二
九
五
八
部
隊

同
前

十
一
月
十
八
日
作
成

一
九
四
二
年
十
一
月
二
一
日
作
成

要
目
あ
り

近
畿
民
俗
学
会
に
よ
る
太
田
応
召
の
報
告

「
進
軍
中
に
み
た
支
那
習
俗
（
一
）」、「
後
記
」

倉
田
に
よ
る
上
の
報
告
の
紹
介

「
進
軍
中
に
み
た
支
那
習
俗
（
二
）」、「
後
記
」

「
中
支
奥
地
の
鵜
飼
」（
昭
和
十
四
年
三
月
十
日
、
陸
軍
記

念
日
の
夜
十
二
時
）、「
後
記
」

倉
田
に
よ
る
上
の
報
告
の
紹
介
、
通
信
：
戦
地
に
春
、
鶯

通
信
：
記
録
困
難
、
食
、
農
業
、
藍
甕
、
薪
、
竹
縄

通
信
（
七
月
十
日
）：
中
日
の
習
俗
が
類
似

通
信
：
盂
蘭
聖
会
、
筆
談
困
難
、
参
考
文
献
皆
無

通
信
：
弥
月
、
子
供
習
俗

「
中
支
よ
り
」（
昭
和
十
四
年
十
一
月
二
十
二
日
）

「
参
考
文
献
」
で
上
の
報
告
に
ふ
れ
ら
れ
る

通
信
：
藁
の
ふ
と
ん
、
綿
、
こ
と
ば
の
一
致

「
中
支
奥
地
の
旧
暦
歳
末
」
も
う
二
日
す
れ
ば
正
月

通
信
：
正
月
、
春
聯
を
一
つ
紹
介

通
信
：
孤
猿
随
筆
読
了
、
犬
の
こ
と

通
信
（
六
月
十
七
日
）：
雨
乞
、
ス
ッ
ポ
ン
、
炎
天
下

通
信
（
八
月
八
日
）：
暑
さ
、
ゴ
ザ
、
市
街
地
の
繁
昌

通
信
：
今
日
中
秋
節
、
贈
答
品
、
博
打
、
食
物

通
信
：「
宗
」
と
「
家
」
の
制
度
に
興
味

「
中
支
よ
り
」（
山
窩
の
こ
と
ど
も
）

通
信
：
小
作
料
、
小
作
人
の
地
位

通
信
：
今
日
旧
正
月
三
日
、
旧
暦
使
用
、
内
地
と
の
相
違

通
信
：
若
草
摘
み
、
種
類
、
食
べ
方

「
揚
子
江
と
倭
寇
（
現
地
検
閲
済
）」（
昭
和
十
六
年
孟
春
）

便
り
（
七
月
十
二
日
） 

投
稿
遅
延
。「
後
記
」

通
信
：
農
作
業
、
寸
分
変
わ
ら
ぬ

通
信
：
稲
刈
り
、
蟋
蟀
を
闘
は
す
遊
戯

通
信
：
仲
秋
、
虫
を
飼
う
金
鈴
盒
子

通
信
：
冬
服
に
蚊
帳
、
愛
虫
家
達
の
風
流

「
揚
子
江
流
域
の
魚
と
漁
法
（
現
地
検
閲
済
）」（
十
二
月

二
十
二
日
、
太
平
洋
の
大
捷
を
聞
き
喜
び
つ
つ
）

通
信
：
皇
軍
に
好
感
、
村
の
団
結
、
宗
教
、
言
語
、
昔
話

通
信
：
暇
な
し
、
民
話
、
ド
リ
ヤ
ン
、
魚
類
。「
後
記
」

通
信
：
手
紙
不
便
、
興
味
多
い
、
文
字
、
褌
、
果
物

「
後
記
」

宮
本
弔
文

敬
弔

橋
浦
に
よ
る
『
支
那
習
俗
』
紹
介
兼
弔
文

『
支
那
習
俗
』
紹
介

年
月

雑
誌
・
号
数

備
考
（
頁
数
、
写
真
・
図
点
数
、
所
属
変
更
な
ど
）

   

主
な
内
容

註
：『
旅
と
伝
説
』
は
『
旅
』、『
民
間
伝
承
』
は
『
民
』
と
略
記
す
る
。
年
月
欄
は
雑
誌
の
発
行
年
月
で
あ
る
。
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一
九
三
八
年
か
ら
一
九
四
三
年
ま
で
『
旅
と
伝
説
』
及
び
『
民
間
伝
承
』
に
見
え
る
太
田
の
投
稿
、
通
信
及
び
そ
の
紹
介
、
後
記
や

そ
の
他
太
田
と
関
連
す
る
内
容
は
表
11
を
参
照
さ
れ
た
い
。

太
田
は
雑
誌
へ
の
投
稿
以
外
に
、
展
示
会
に
写
真
を
出
品
す
る
な
ど
、
積
極
的
に
中
国
研
究
の
成
果
を
示
し
て
い
た
。
一
九
三
九
年

十
月
、
関
西
学
院
大
学
創
立
五
〇
周
年
の
記
念
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
年
中
行
事
・
民
間
信
仰
・
民
俗
芸
術
（
子
供
の
世
界
）・
民
具
及

び
生
活
・
郷
土
資
料
な
ど
五
つ
の
展
示
室
か
ら
な
る
日
本
最
初
の
民
俗
展
覧
会
が
行
わ
れ
、
各
地
郷
土
研
究
会
か
ら
機
関
誌
や
刊
行
物

が
寄
贈
さ
れ
、
近
畿
と
く
に
兵
庫
を
主
と
し
て
、
岐
阜
、
徳
島
、
新
潟
や
東
京
か
ら
の
出
品
が
あ
っ
た
。
目
を
引
く
の
は
、
当
時
中
国

に
い
た
橘
文
策（

68
）と
太
田
か
ら
も
出
品
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
郷
土
資
料
と
い
う
展
示
室
に
、
国
内
外
の
出
土
品
、
日
本
民
俗
学

の
発
達
を
語
る
文
献
、
地
方
郷
土
研
究
雑
誌
、
方
言
分
布
図
、
日
本
と
世
界
の
頭
上
運
搬
・
父
親
分
娩
習
俗
分
布
図
や
柳
田
の
著
作
書

と
並
ん
で
、「
中
支
戦
線
の
太
田
陸
郎
氏
の
、
写
真
出
品
あ
り
、
中
支
の
民
俗
と
、
日
本
の
相
似
を
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
た
」（

69
）と

報
告
さ
れ
て
い
る
。３　

太
田
陸
郎
の
中
国
経
験
と
日
本
民
俗
学

太
田
陸
郎
は
、
大
学
出
身
の
エ
リ
ー
ト
知
識
人
で
あ
り
、
ま
た
郷
里
の
生
活
の
細
心
な
観
察
者
で
あ
り
、
郷
土
史
料
の
熱
心
な
蒐
集

者
で
も
あ
っ
た
。
一
九
二
〇
年
代
後
半
、
彼
は
早
く
か
ら
民
謡
や
方
言
な
ど
民
俗
学
的
な
事
象
に
関
心
を
持
ち
、
し
ば
し
ば
新
聞
雑
誌

な
ど
に
投
稿
し
た
。
兵
庫
県
庁
勤
務
の
傍
ら
、
三
〇
年
代
前
半
で
、
彼
は
地
元
の
神
戸
で
兵
庫
県
民
俗
研
究
会
を
組
織
し
、
良
質
な
地

方
民
俗
雑
誌
『
兵
庫
県
民
俗
資
料
』
の
編
集
に
精
力
的
に
取
り
組
み
、
郷
土
史
関
係
の
古
い
資
料
を
多
数
復
刻
し
て
解
題
を
つ
け
、
ま

た
多
く
の
論
文
、
報
告
を
発
表
し
、
貴
重
な
民
俗
資
料
を
残
し
た
。

一
九
三
〇
年
半
ば
か
ら
、
柳
田
を
中
心
と
す
る
日
本
民
俗
学
の
組
織
化
の
過
程
に
積
極
的
に
参
与
し
た
太
田
は
、『
近
畿
民
俗
』
の

編
集
に
携
わ
る
傍
ら
、
民
俗
講
習
会
や
例
会
な
ど
近
畿
地
方
の
民
俗
学
会
の
活
動
に
も
取
り
組
み
、
日
本
民
俗
学
の
地
方
組
織
者
と
し


